
薬剤名

A病院 B病院 C病院 D病院 合計

＇人（ ＇％（ ＇人（ ＇％（ ＇人（ ＇％（ ＇人（ ＇％（ ＇人（ ＇％（

シンバスタチン 559 10.6 150 9.6 165 10.8 166 9.9 1040 10.4 

プラバスタチン 1278 24.2 721 46.2 564 36.9 666 39.8 3229 32.1 

アトルバスタチン 2614 49.5 558 35.7 534 34.9 734 43.8 4440 44.2 

フルバスタチン 89 1.7 84 5.4 83 5.4 91 5.4 347 3.5 

ピタバスタチン 495 9.4 140 9.0 157 10.3 46 2.7 838 8.3 

ロスバスタチン 584 11.1 58 3.7 155 10.1 94 5.6 891 8.9 

合計 5284 1561 1528 1675 10048 

施設、薬剤別のスタチン系薬剤使用患者数

NIHS
スタチン系薬剤に関する筋障害の実態調査
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10,048例

調査対象患者

413例

700 IU/L以上の
CK値を示した患者

56例

スタチンによる
筋障害疑い例

筋障害に関する調査スキーム

薬剤名

疑い例

例数
発現率
＇％（

シンバスタチン 4/1040 0.38 

プラバスタチン 17/3229 0.53 

アトルバスタチン 22/4440 0.50 

フルバスタチン 2/347 0.58 

ピタバスタチン 3/838 0.36 

ロスバスタチン 9/891 1.01 

合計 56/10048 0.56

薬剤別の筋障害疑い例

血清クレアチンキナーゼ＇CK（が高
値を示した患者を抽出

CK上昇以後、スタチン系薬剤の
処方が無い患者を、“スタチン
による筋障害疑い例”として抽出

NIHS
スタチン系薬剤に関する筋障害の実態調査

筋障害発生患者を抽出する
アルゴリズムを検討中

筋障害発生患者
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